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  担当者所属・
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配当
学年  1回生以上 単位数  2

 開講年度・
  開講期

  2018・
   後期 曜時限  木1

授業
形態 特殊講義

使用
言語   日本語 

題目  類型論から見たシナ＝チベット語の諸特徴

 [授業の概要・目的]
類型論から見た中国語方言と古典中国語およびチベット＝ビルマ語の諸特徴について概観し、類型
構造の歴史的発展について考察してみたい。

 [到達目標]
本講義では、シナ＝チベット諸語の歴史的変遷について、これまでの研究で何がどこまで明らかに
されてきたのかについて理解を深めるとともに、時代と地域によってどのような特徴があり、その
形成過程を探究する方法論について知見を広める。

 [授業計画と内容]
以下の講義計画に沿って進めて行くが、受講者の理解状況とトピックに応じて、講義の順序と回数
に変更が生じる可能性がある。 
１．授業の方針と計画について 
２．現代中国語の構造：音韻と語彙 
３．現代中国語の文法特徴 
４．中国語諸方言の類型特徴 
５．類型構造の地理的推移：言語類型地理論 
６．現代チベット語の構造：音韻と語彙 
７．現代チベット語の文法特徴 
８．チベット＝ビルマ諸語の構造概観 
９．基礎語彙と同源語 
10．上古漢語音の復元 
11．上古漢語の語彙と文法 
12．チベット＝ビルマ諸語の歴史 
13．チベット＝ビルマ祖語の再構 
14．音韻と語彙は対応するのか？ 
15．まとめとフィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
平常点評価：授業への取り組み（50点）と授業内小レポート（50点）

中国語学中国文学(特殊講義)(2)へ続く↓↓↓



中国語学中国文学(特殊講義)(2)

 [教科書]
使用しない

 [参考書等]
  （参考書）
James A. Matisoff 『Handbook of Proto-Tibeto-Burman』（University of California Press）ISBN:0-520-
09843-9

 [授業外学習（予習・復習）等]
参照すべき文献は多岐にわたるので、テーマに応じて授業時に指示する

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


